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ブラック企業とその対策 

◆ブラック企業とは何か 

 ここ数年新卒採用の時期になるとブラック企業

に関する事が報道されます。ブラック企業とは明

確な定義があるわけでなく、厚労省よると「若者の

使い捨てが疑われる」「離職率が極端に高い」

「過重労働があり、労基法違反の疑いがある」とい

う企業であり、ブラックとは表現されていません。 

 

◆具体的には次のような行動を指します 

①嫌がらせ、いじめや些細な問題で懲戒処分を

行う等、退職したくなるように追い込み退職勧奨

を行う。 

②法定労働時間をはるかに超えて働かせ、法的

要件未整備のまま管理監督者、裁量労働制、定

額残業代等の適用があるとして残業代に反映さ

せない。 

③かなりな長時間労働があってもそれを解消しよ

うとせず、働く人の健康を配慮しない。時に健康

障害を起こす。 

④採用手続きにおいて労働条件を明示せず、合

理的理由のない内定取り消し、実態に合わない

偽装請負契約等。 

⑤曖昧な理由の解雇、理由を示さない解雇。 

⑥労働契約の軽視、内容の一方的変更、年休取

得を認めない、健康診断を実施しない等。 

 

◆ブラック企業の生まれた背景 

 前から長時間労働の企業はありましたしこのような企

業の数が増えているとも思えません。今、労働環境の

良くない企業が取り上げられる背景には以前は長期

雇用が前提であり、将来の昇給等見返りが期待できて

いたものが、先々の事が描きにくい時代になった事も

あります。このような企業では継続勤務が困難であり、

又それをインターネット等で知られるようになったとも

言えるでしょう。 

 

◆今後の取り組み 

 ハローワークでは 2015 年度の大卒、大学院卒予定

者に向けた求人票に過去 3年間の採用者数と離職者

数の記入欄が設けられ、離職率を新卒者が見て異常

に高ければ応募を見送るであろうと考えているようで

す。但し記入が任意の為、効果は限定的と思えます。

また、厚労省では一定の労務管理体制が整備され、

詳細な採用情報を公表、求人をする中小企業に「若

者応援企業」と認定し、いわゆる「ホワイト企業」をアピ

ール、イメージアップに役立てようとしています。 
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当団体は、異なる業種の経営者が相集い、 力を合わせ、自らの研鑚と親睦を通じて、

斬新な経営感覚と新たな販売促進を創造して、メンバー同士でより健全な事業所とその 

事業所のイメージアップを図り、地域社会に貢献できる事業所となることを目的とする。 

活動方針 人の輪・衆智・繁栄 

記事の内容に関するお問い合わせは事務局までご連絡ください。 

ご不要の際は、配信を中止させて頂きます。また、次回からメールでの配信も承っております。その旨、お申し出下されば幸いです。 


